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家庭内の生活行動計測によるパーソナリティ評価の基礎検討 
 

沼田崇志 1 工藤泰幸 1 加藤猛 2 金子迪大 2 野村理朗 2  

森口佑介 2 中澤篤志 2 嶺竜治 2 

 

概要：パーソナリティは個人の特徴を表す要素の一つであり，仕事や学業の成績，心身の健康などと密接に関係して

いる．パーソナリティを評価できれば，適切な仕事の支援やメンタルケアなどを実現できるため，日々の生活支援に
有用である．しかし，従来のパーソナリティ評価は紙媒体の質問紙調査に基づいており，対象者（被計測者）の負担
が大きい．近年，様々な行動によるパーソナリティ推定が試みられているが，対象者の負担が小さく，汎用性が高く，

精度の良い方法は確立されていない．そこで本研究は，日常的に行われる家庭内の生活行動に着目し，家庭内の生活
行動計測によるパーソナリティ評価の可能性を検討した．具体的には，模擬的な生活環境を構築した上で，52 名の家
具や家電の操作等の生活行動を計測して生活行動指標を抽出し，相関解析によりパーソナリティとの関係を評価し

た．その結果，複数の生活行動指標とパーソナリティの間に有意な相関が見られ，家庭内の生活行動計測によるパー
ソナリティ評価の可能性を示すことができた． 
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Correlation analysis of personality  

by using home life behavior measurements 
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Abstract: Human characteristics are important in job selection, learning performance, and physical and mental conditions; 

therefore, understanding human characteristics is important to support their well-beings. Although human characteristics are 

represented by personality traits which are currently measured by paper-based self-report questionnaire, this is tedious for users. 

To solve this issue, several approaches have been developed to obtain personality traits without using questionnaires. However, 

their usability, versatility and accuracies are still insufficient. In this study, we develop a method to estimate personality traits from 

the behaviors in daily home life. For this purpose, we first set-up an experimental home life environment. Next, 52 participants 

stayed in this environment, and their home life behaviors such as usage of household appliances and movement of furniture. Then 

we evaluated the relationships between behavioral features and big five personality traits. As a result, some indicators of daily 

home life behaviors showed significant correlations with several personality traits. From these findings, we confirmed that several 

personality traits can be measured by home life behavior measurements. 
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1. はじめに   

人間の思考や感情には個人差が存在し，個人による心理

的な特性の違いはパーソナリティと呼ばれている．パーソ

ナリティは，心理的要因とその影響を受ける様々な行動に

関与しており，日々の生活行動や生活習慣と結びついてい

るため，仕事や学業の成績，心身の健康などと密接に関係

している[1][2]．そのため，パーソナリティを評価できれば，

適切な仕事の支援やメンタルケアなど，日々の生活支援に

有用である[3][4]． 

パーソナリティに関する研究は，主に心理学の分野で行

われてきたため，従来のパーソナリティの評価方法は，紙

媒体の質問紙調査[5]である．紙媒体の質問紙調査は，パー
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ソナリティを評価する方法として標準化された質問紙を用

いるため，信頼性や妥当性が高い一方で，対象者（被計測

者）が手作業で多数の質問に回答する必要があるため，対

象者の多大な時間および労力を要する．そのため，多人数

に対して一人ひとりの性格を評価する方法としては不向き

であり，簡易的に性格を推定できる方法を確立できれば有

用性が高いといえる． 

近年，紙媒体の質問紙調査以外でパーソナリティを評価

する方法として，ヒトの行動を計測し，その行動特性から

パーソナリティを推定するアプローチが試みられている．

前述のとおり，パーソナリティは心理的要因として様々な

行動に関与していることから，行動特性からパーソナリテ

ィを推定できる可能性は十分に考えられる．しかし，行動
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計測により，対象者の負担が小さく，汎用性が高く，精度

良くパーソナリティを推定する方法は確立されていない．

たとえば，特定の認知課題を課して，その課題に対する反

応を計測したり[6]，対象者にセンサを装着して，特定の動

作を課した際のデータを取得したりして[7]，パーソナリテ

ィを推定する試みが行われている．しかし，これらの方法

は対象者に特定の課題を課すことから，質問紙調査と同様

に，パーソナリティ推定のための時間および労力を要する．

パーソナリティ推定のための課題を必要としない方法とし

ては，自動車の運転行動とパーソナリティの関係を評価す

る研究[8]やソーシャルネットワーキングサービス（SNS）

における発言からパーソナリティを推定するサービス[9 ]

が提案されている．しかし，これらの方法は，日常的に自

動車を運転する者や SNS 上で発言する者にのみ適用可能

であり，汎用性が高い推定方法とは言い難い．より汎用性

の高い方法としては，対象者に加速度センサを装着したり

[10 ]，対象者のスマートフォンのアプリの使用履歴を取得

したりして[11]，日常生活の行動を分類することで，パーソ

ナリティを推定する試みが行われている．しかし，これら

の方法も，加速度センサを装着して日常生活を送る必要が

あったり，個人情報を含むスマートフォンの使用履歴を送

付する必要があったりすることから，対象者の負担が小さ

いとは言い難い．また，これらの研究では，代表的なパー

ソナリティの指標である Big five との相関を評価している

が，最も強い相関を示した指標であっても，相関係数が 0.2

～0.3 程度である[10][11]．そのため，より精度良くパーソ

ナリティを推定する方法を確立することが望ましい． 

そこで本研究では，家庭内の生活行動に着目し，家庭内

の生活行動計測によるパーソナリティ評価の可能性を検討

した．家庭内の生活行動は，多くの人々で日常的な行動で

あり，COVID-19 の流行などによる生活様式の変化にも頑

健で，必要不可欠な行動である．そのため，家庭内の生活

行動計測によりパーソナリティを推定できれば，汎用性が

高いと考えた．具体的には，模擬的な生活環境を構築した

上で，家具や家電に設置したセンサから操作データ等の生

活行動を計測し，生活行動指標を抽出することで，パーソ

ナリティとの関係を評価した．本研究では，対象者の負担

を考慮し，対象者にセンサを装着せず，家庭内の家具や家

電に設置したセンサによる生活行動の計測を試みた．また，

先行研究[10][11]において生活行動の分類データがパーソ

ナリティとの間に高い相関を示していないことを踏まえて，

生活行動の種類に留まらず，家具や家電の操作データから

生活行動の動作量に関する評価指標を抽出した．以上によ

り，対象者の負担が小さく，汎用性が高く，精度良くパー

ソナリティを推定する方法の構築をめざし，家庭内の生活

行動計測によるパーソナリティ評価の可能性を検討した． 

2. 方法 

2.1 実験方法 

2.1.1 実験環境 

本研究では，家庭内の生活行動を計測するため，模擬

的な生活環境を構築した．具体的には，家具および家電付

きのワンルームマンションの一室に生活行動計測用のセン

サを複数種類設置することで，実験環境を構築した（図 

1）．行動計測用のセンサとして，電力消費量から家電の使

用状況を計測するためのセンサ（電力センサ）をエアコ

ン，洗濯機，テレビ，掃除機，ノート PC，電気ケトル，

空気清浄機の 7 か所に設置した（図 1 の青色部，図 2）．

また，加速度や角速度，地磁気から家電や家具の動作を計

測するためのセンサ（動作センサ）を小机，椅子，水道の

取っ手，ドア（中扉），掃除機の 5 か所に設置した（図 1

の橙色部，図 3）．計測項目の詳細は，2.1.3 で述べる． 

 

図 1 構築した模擬的な生活環境．掃：掃除機，浄：空気

清浄機，水：水道，沸：電気ケトル，洗：洗濯機． 

Figure 1 A developed experimental home life environment. 

 

 

図 2 家電に設置した電力センサ 2 種．(A) 実験で使用し

た電力センサ．(B) エアコン，(C) 掃除機および空気清浄

機，(D) テレビおよびノート PC，(E) 電気ケトル，(F) 洗

濯機に，電力センサを設置した様子． 

Figure 2  Power consumption sensors in the home life 

environment. (A) Power consumption sensors. (B) Power 

consumption sensors attached to an air conditioner, (C) a 

vacuum cleaner and an air cleaner, (D) a TV and a laptop, (E) an 

electrical kettle, and (F) a washing machine. 
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図 3 家具や家電に設置した動作センサ．(A) 実験で使用

した動作センサ．(B) 小机，(C) 椅子，(D) 水道の取っ

手，(E) ドア，(F) 掃除機に動作センサを設置した様子． 

Figure 3  Multifunctional motion sensors in the home life 

environment. (A) Multifunctional motion sensors. (B) 

Multifunctional motion sensors attached to a small table, (C) a 

chair, (D) a water handle, (E) a door, and (F) a vacuum cleaner. 

 

また，実験環境には，備え付けの家具および家電に加え

て，実験課題に必要なノート PC，飲食物，食器等を設置し

た．飲食物としては，お茶とお菓子を用意した．各被験者

の実験開始時の家具や家電，飲食物の配置等は可能な限り

統一した． 

2.1.2 実験プロトコル 

本実験の被験者は，20 歳から 34 歳までの健常な一人暮

らしの社会人男女 52 名（男性 26 名，女性 26 名，平均年齢

27.0±3.0 歳）とした．本研究のデータは，すべての被験者

からインフォームド・コンセントを得た上で取得した． 

本実験では，家庭内の様々な生活行動を計測するため，

実験環境において特定の家事や日常生活行動を行う課題

（日常生活行動課題）を課した．具体的には，各被験者に

対して，模擬的な日常生活環境に 60 分間滞在し，滞在時間

中に 9 種類の家事や行動を行う課題を課した（表 1）．9 種

類の家事や行動については，それぞれ実施するタイミング

や順序は任意であり，並行して実施可能（たとえばテレビ

を視聴しながらお茶を飲んでも良い）とした上で，滞在時

間中に全て完了するように指示した．また，指定した家事

や日常生活行動以外の行動については，実験環境内であれ

ば自由とした． 

表 1 本実験の日常生活行動課題の一覧 

Table 1 A home life task list in this study. 

課題名 課題内容 

給茶① お茶を入れる 

給茶② お茶を飲む（お菓子も食べても良い） 

給茶③ 茶器や食器を洗う 

掃除 掃除機で部屋を掃除する 

洗濯① ベッドシーツとタオルを新しい物に入れ替える 

洗濯② （古い）ベッドシーツとタオルを洗濯機で洗う 

洗濯③ （洗い終えた）ベッドシーツとタオルを干す 

テレビ視聴 任意のテレビ番組を観る 

ネットサー
フィン 

ノート PC で任意の Web サイトにアクセスする 

 

また，パーソナリティに関するデータを取得するため，

日常生活行動課題後に質問紙への回答を課した．本実験で

は，先行研究[5]における質問紙の内容をそのままデジタル

化した質問紙を作成し，PC を用いた回答を課した．質問紙

の詳細は 2.1.3 において述べる． 

2.1.3 計測項目 

本実験では，主に家電の使用状況，家具や家電の動作を

計測した．これらの他に課題の実施状況（開始順序や実施

時間等）や食行動（お菓子の摂取量等）なども計測したが，

本研究では解析対象外とした．以下，家電の使用状況と家

具や家電の動作の計測について，それぞれの詳細を述べる． 

家電の使用状況については，電力センサ（エコキーパー

EC-03N, EN-100A，カスタム）を用いて，被験者が滞在した

60 分間におけるエアコン，洗濯機，テレビ，掃除機，ノー

ト PC，電気ケトル，空気清浄機の積算電力量および積算使

用時間を計測した．尚，掃除機はコードレス掃除機を用い

たため，掃除機については充電による積算電力量（充電量）

および積算使用時間（充電時間）を計測した． 

家具や家電の動作については，小型多機能無線センサ

（TSND151，ATR-Promotions）を用いて，小机，椅子，水

道の取っ手，ドア，掃除機の加速度，角速度および地磁気

を計測した．加速度と角速度は 1,000 Hz，地磁気は 100 Hz

のサンプリングレートで，3 軸の時系列データを取得した．

尚，家具や家電の初期配置，家具や家電に装着した動作セ

ンサの位置および向きは被験者間で統一し，家具や家電の

向きを（比較的容易に）評価できるように配慮した． 

また，パーソナリティについては，Big five により評価し

た．Big five は，パーソナリティを 5 つの特性に分けて評価

する方法であり，神経症傾向，外向性，開放性，調和性，

誠実性という 5 つの観点で評価する．本研究では，NEO-

FFI[5] と い う 質 問 紙 を 用 い て 評 価 し た ． NEO-FFI

（Neuroticism-Extraversion-Openness Five Factor Inventory）

は，60 問の質問に対して，「非常にそうだ」から「全くそう

でない」までの 5 件法で，自分に一番あてはまるものを選

択することで回答する形式である． 

(A) (B) (C)

(D) (E) (F)
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2.2 解析方法 

2.2.1 家庭内の生活行動指標の抽出 

家庭内の生活行動に関する計測データから，家電の使用

状況に関する評価指標 7 種，および家具や家電の動作に関

する評価指標 30 種を抽出した．それぞれの評価指標の抽

出方法を以下に述べる． 

家電の使用状況の評価指標としては，7 種類の家電の積

算電力量または積算使用時間を用いた．具体的には，エア

コンおよび洗濯機については積算電力量を用いた．一方，

消費電力量が少ないテレビ，掃除機，ノート PC，電気ケト

ル，空気清浄機については積算使用時間を用いた． 

家具や家電の動作の評価指標としては，5 種類の家具ま

たは家電について，それぞれ動作，回転，向きの変化に関

する 6 種類の評価指標を設定した．具体的には，加速度の

時系列データを用いて動作の最大量（最大動作量）および

総量（総動作量），角速度の時系列データを用いて回転の最

大量（最大回転量）および総量（総回転量），地磁気の時系

列データを用いて向きの最大変化量および総変化量を抽出

した．このうち，最大動作量，総動作量，最大回転量，総

回転量は，加速度または角速度の時系列データを用いて，

以下の流れで算出した． 

1. 各軸の時系列データについて，それぞれ平均値が 0 に

なるように 0 次ベースライン補正を行う 

2. 補正した時系列データの標準偏差の 3 倍を閾値として，

閾値未満であれば，動作または回転しなかった（ノイ

ズ）と判定して除去する 

3. ノイズを除去した各軸の時系列データの絶対値を算出

し，3 軸の時系列データを合算する 

4. 動作／回転の最大量，総量として，それぞれ合算した

時系列データの最大値，積算値を算出する 

また，向きの最大変化量および総変化量は，地磁気の時系

列データを用いて，以下の流れで算出した． 

1. 各軸の時系列データをそれぞれ 1 Hz でリサンプリン

グする 

2. リサンプリングした時系列データを微分する 

3. 微分した時系列データの標準偏差の 3 倍を閾値として，

閾値未満であれば向きは変化しなかった（ノイズ）と

判定して除去する 

4. ノイズを除去した各軸の時系列データの絶対値を算出

し，3 軸の時系列データを合算する 

5. 向きの最大変化量，総変化量として，それぞれ合算し

た時系列データの最大値，積算値を算出する 

以上の流れで，各家具・家電について 6 種類ずつの評価指

標を算出した．尚，解析区間は，いずれも実験時間の最初

と最後の 1 分間を除いた 58 分間の時系列データとした． 

また，家電の使用状況や家具や家電の動作をそれぞれ総

合的に評価するため，主成分分析により主成分得点を算出

し，総合的な評価指標とした．具体的には，家電の使用状

況の評価指標 7 種，家具や家電の動作の評価指標 30 種に

対して，それぞれ規格化した上で主成分分析を適用した．

そして，第 1 主成分から第 5 主成分までの主成分得点をそ

れぞれ算出し，家電の使用状況，家具や家電の動作の総合

的な評価指標とした．総じて，本研究では，家庭内の生活

行動指標として，個別の評価指標 37 種と総合的な評価指

標 10 種を抽出し，パーソナリティとの関係を評価した． 

2.2.2 パーソナリティの評価指標の算出 

取得した質問紙への回答データを用いて，Big five の 5 つ

のパーソナリティ特性を評価した．具体的には，日本版

NEO-FFI マニュアル[5]のパーセンタイル換算表を用いて，

素点から標準得点を計算し，評価指標とした．尚，本研究

で取得したパーソナリティの評価指標は，いずれも内的整

合性の指標となるクロンバックの α係数が 0.65 以上であっ

たため，本研究では許容範囲の信頼性を示したと判断した． 

2.2.3 家庭内の生活行動とパーソナリティの関係評価 

抽出した家庭内の生活行動指標とパーソナリティの評

価指標を用いて，家庭内の生活行動とパーソナリティの関

係を評価した．具体的には，家庭内の生活行動として，個

別 37 種と主成分得点 10 種（計 47 種）の評価指標につい

て，Big five によるパーソナリティの評価指標 5 種との関

係を，相関解析によりピアソンの積率相関係数を算出する

ことで評価した．尚，有意水準は 0.05 とした． 

3. 結果 

3.1 個別の生活行動指標とパーソナリティの関係評価 

3.1.1 家電使用状況とパーソナリティの関係評価 

個別の生活行動指標のうち，家電の使用状況に関する評

価指標 7 種とパーソナリティの関係を評価した結果（表 2），

いずれの評価指標と Big five の間においても，有意な相関

は見られなかった． 

 

表 2 個別の家電の使用状況とパーソナリティの相関 

Table 2 Correlation between individual house appliances 

usage and big five personality traits. 

性格 
エア
コン 

洗濯
機 

テレ
ビ 

掃除
機 

ノー
ト PC 

電気
ケト
ル 

空気
清浄
機 

神経症 
傾向 

.08   -.05 .14 -.04 -.13 .18 .07 

外向性 .03 -.24 .27 .12 -.07 .10 -.02 

開放性 -.14 .18 -.22 .23 .12 .13 -.07 

調和性 .04 .18 .06 .06 -.13 .16 -.02 

誠実性 .06 -.11 -.13 .01 .06 -.00 -.06 

 

3.1.2 家具や家電の動作とパーソナリティの関係評価 

個別の家具や家電の動作に関する評価指標 30 種とパーソ

ナリティの関係を評価した結果（表 3），小机の総動作量，

最大回転量，総回転量，向きの総変化量と神経症傾向の間

に有意な負の相関が見られた（総動作量は p < 0.001，総回
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転量は p < 0.01，最大回転量と向きの総変化量は p < 0.05）．

また，椅子の向きの最大変化量と外向性の間に有意な負の

相関が見られた（p < 0.05）．さらに，水道の取っ手の総動

作量，向きの最大変化量および総変化量と調和性の間に有

意な負の相関が見られた（全て p < 0.05）．開放性と誠実性

については，有意な相関を示す生活行動指標は見られなか

った． 

 

表 3 個別の家具や家電の動作とパーソナリティの相関 

Table 3 Correlation between individual appliances / furniture 

movement and big five personality traits. 

性格 

小机 

最大
動作 

総動
作 

最大
回転 

総回
転 

向き
最大 

向き
総量 

神経症 
傾向 

-.20 -.49* -.28* -.44* -.21 -.35* 

外向性 -.08 .11 -.02 .10 -.04 .09 

開放性 -.01 .01 .12 .02 .08 .08 

調和性 -.12 .18 .22 .21 .15 .23 

誠実性 -.08 .12 .21 .19 .14 .21 

性格 

椅子 

最大
動作 

総動
作 

最大
回転 

総回
転 

向き
最大 

向き
総量 

神経症 
傾向 

.00 -.20 -.05 -.01 -.06 .06 

外向性 .07 -.02 .26 -.01 -.28* -.24 

開放性 -.11 .12 .00 .21 .02 .22 

調和性 .08 .21 .06 .24 -.02 .25 

誠実性 .00 .18 .10 .03 -.10 -.02 

性格 

水道の取っ手 

最大
動作 

総動
作 

最大
回転 

総回
転 

向き
最大 

向き
総量 

神経症 
傾向 

.07 .18 .18 .05 .08 .07 

外向性 -.06 .03 .28* .23 .00 .16 

開放性 -.05 -.08 -.22 -.16 -.17 -.17 

調和性 .17 -.31* -.08 -.21 -.32* -.28* 

誠実性 .05 .03 .10 .09 .06 .19 

性格 

ドア 

最大
動作 

総動
作 

最大
回転 

総回
転 

向き
最大 

向き
総量 

神経症 
傾向 

.00 .03 .05 .02 .07 .01 

外向性 .08 .25 .02 .26 -.02 .27 

開放性 .08 .01 .02 .02 .00 .03 

調和性 .05 .13 .07 .08 -.19 .09 

誠実性 -.17 -.09 -.10 -.09 -.13 -.08 

性格 

掃除機 

最大
動作 

総動
作 

最大
回転 

総回
転 

向き
最大 

向き
総量 

神経症 
傾向 

-.02 -.04 -.04 -.11 -.26 -.06 

外向性 -.19 -.18 -.11 -.04 -.05 -.10 

開放性 -.11 -.04 -.09 .04 .02 .05 

調和性 .19 .20 .16 .16 -.06 .19 

誠実性 .05 .08 .14 .12 -.07 .08 

Asterisks and blue boxes indicate p < 0.05. 

3.2 総合的な生活行動指標とパーソナリティの関係評価 

総合的な生活行動指標として，主成分分析による家電の

使用状況，家具や家電の動作の主成分得点 10 種とパーソ

ナリティの関係を評価した結果（表 4），家電の使用状況の

第 3 主成分と開放性の間に有意な正の相関が見られた（p < 

0.01）．また，家具や家電の動作の第 1 主成分と神経症傾向

の間に有意な負の相関（p < 0.05），第 3 主成分と調和性の

間に有意な正の相関が見られた（p < 0.05）．外向性と誠実

性については，有意な相関を示す主成分は見られなかった． 

総括として，Big five のそれぞれの観点で最も強い相関

を示した生活行動指標を抽出したところ（表 5，図 4），神

経症傾向，外向性，開放性，調和性の 4 観点で有意な相関

が見られ，最も強い相関は-0.49 であった． 

4. 考察 

本研究の結果，生活行動指標と神経症傾向，外向性，開

放性，調和性の 4 観点のパーソナリティの間に有意な相関

が見られた．また，最も強い相関係数は-0.49 であり，先行

研究[10][11]の日常生活行動分類よりも強い相関を示した． 

 

表 4 総合的な生活行動指標とパーソナリティの相関 

Table 4 Correlation between house appliances usage, 

appliances / furniture movement and big five personality traits. 

性格 
家電の使用状況の主成分 

第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 

神経症 
傾向 

.12 -.12 -.04 -.02 .21 

外向性 .00 -.14 -.15 .06 .23 

開放性 -.09 .04 .37* .09 -.02 

調和性 .08 -.17 .13 -.06 .06 

誠実性 -.05 .12 -.04 .01 .07 

性格 
家具や家電の動作の主成分 

第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 

神経症 
傾向 

-.34* .09 -.13 .06 .15 

外向性 -.04 .13 .08 -.14 .12 

開放性 .08 -.11 .13 -.08 .09 

調和性 .22 -.02 .31* -.09 -.17 

誠実性 .19 .01 -.06 .04 -.08 

Asterisks and blue boxes indicate p < 0.05. 

 

表 5 各パーソナリティと最も強い相関の生活行動指標 

Table 5 Representative significant correlations between home 

life behaviors and personality traits. 

性格 指標名 相関係数 

神経症 
傾向 

小机の総動作量 -.49 

外向性 椅子の向きの最大変化量 -.28 

開放性 家電の使用状況の第 3 主成分 .37 

調和性 水道の取っ手の向きの最大変化量 -.32 

誠実性 （小机の最大回転量） (-.21) 

No significant correlation represents with brackets. 
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図 4 パーソナリティと生活行動指標にて最も強い相関を

示した結果．(A) 神経症傾向と小机の総動作，(B) 外向性

と椅子の向きの最大変化，(C) 開放性と家電使用状況の第

3 主成分，(D) 調和性と水道の取っ手の向きの最大変化． 

Figure 4  Representative significant correlations between 

home life behaviors and personality traits. (A) Correlation 

between neuroticism and small table total movement, (B) 

extraversion and chair maximum direction change, (C) openness 

and third principal component score, and (D) agreeableness and 

water handle maximum direction change. 

 

これらの結果から，対象者の負担が小さく，汎用性が高く，

精度良くパーソナリティを推定する方法として向けて，家

庭内の生活行動計測が有用である可能性を示したといえる． 

一方で，誠実性と有意な相関を示す生活行動指標は抽出

できず，本研究の生活行動指標を用いて全てのパーソナリ

ティを評価できるとは言い難い．本研究の相関解析結果で

は，総合的な生活行動指標よりも個別の生活行動指標の相

関が強かった場合が多かった．たとえば，神経症傾向が強

いほど，慎重で繊細な行動をする傾向があることから，家

具を丁寧に扱ったことで，小机の総動作量などが少なくな

る傾向を示したと考えられる．一方で，水道の取っ手やド

アなどの 1 回の動作量が変化しにくい家具の動作には反映

されなかったと考えられる．そのため，より相関の強い生

活行動指標の探索には，網羅的に生活行動指標を追加して

いくというより，パーソナリティの各観点の特性を理解し，

生活行動への影響を詳細に検討した上で測定項目を選定す

ることが望ましいと考えられる．パーソナリティの特性を

深く理解するためには，Big five の特定の観点と密接に関

連する他のパーソナリティの指標の評価も有用と考えられ

る．たとえば，神経症傾向は実行機能に関する気質を示す

エフォートフルコントロール，調和性は向社会性に関する

SVO（Social Value Orientation）などの指標とともに生活行

動指標との関係を評価することで，より詳細に生活行動指

標とパーソナリティの関係を解明できるため，今後様々な

 
 

パーソナリティとの関係評価も有用であると考えられる． 

5. おわりに 

本研究では，対象者の負担が小さく，汎用性が高く，精

度の良いパーソナリティの推定方法の開発に向けて，家庭

内の生活行動に着目した．そして，模擬的な生活環境を構

築した上で，52 名の家具や家電の操作等の生活行動から生

活行動指標を抽出し，相関解析によりパーソナリティとの

関係を評価した．これにより，一部の生活行動指標とパー

ソナリティの間に先行研究よりも強い相関が見られ，家庭

内の生活行動計測によるパーソナリティ評価の可能性を示

した．今後，パーソナリティの特性を踏まえて生活行動指

標を探索し，より精度良くパーソナリティを推定できる生

活行動指標の抽出と推定方法の開発をめざす． 
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